
《 準動詞とはなにか 》

準動詞とは、具体的には「不定詞」「動名詞」「分詞」の３つの品詞のことで、こ

れらの総称です。準動詞は、動詞に をつけることにより、以下の

ような機能 働き 、特徴 性質 を持ちます。

①元々動詞だったものが「名詞」「形容詞」「副詞」の働きをする。

 という動詞に をつけることによって､主語

言語を学ぶことは難しい つまり｢名詞｣の働きをさせている｡

 という動詞に をつけることによっ

ある面白い物語を読んだ て､名詞を修飾､つまり｢形容詞｣の働きをさせている｡

 という動詞に をつけることによって､動詞

それを学ぶためにアメリカに行った を修飾､つまり｢副詞｣の働きをさせている｡

②数 単数･複数 ・時制 現在･過去･未来 ・人称 ～ 人称 ・法 直説法･仮定法 といったものに制約

されない。つまり、時制や主語の数がどうであっても、形が変わらない。

左の つの英文の 不定詞 は､主節の動詞の時制が変わっても

のまま｡主節の動詞 の時制と同

じ｢時 制 ｣を表している｡

③準動詞は文の中で名詞・形容詞・副詞の働きをしながら、元々の動詞の性質も

持っている 引きずっている 。

つまり、 純粋な｢名詞｣｢形容詞｣｢副詞｣にはありえない 以下のような動詞的な性格を持っている。

⒈自身の「目的語」や「補語」をもつ。

 不定詞 は､ の目的語として機能

いつか日本に行きたい しながら､かつ という自身の目的語を持っている｡

 不定詞 は､ の目的語として機能しなが

教師になりたい ら､かつ という自身の補語を持っている｡

⒉動作の主体 意味上の主語 をもつ。
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 動名詞 は､ という自身の意味上の主語を持

キムがそこに行くよう主張した っている｡

⒊副詞によって修飾される。

 動名詞 は 副詞 によって修

大声で話すのは礼儀正しくない 飾されている｡

⒋完了形や受身がある。

 動名詞 は､

叱られるのは恥ずかしい の受身形｡

 は､

彼は病気だったみたいだ の完了形 完了不定詞 ｡

動名詞

レクチャー１

動名詞とは。

動名詞とは、動詞に「～ｉｎｇ」がついて、動詞の意味を残しながら名詞的な働き

をするもののことを言います。

ですから、動名詞の文中での働き 機能 は名詞と同じです。つまり

①「主語 Ｓ 」、「目的語 Ｏ 」、「補語 Ｃ 」

②前置詞の目的語 ｢前置詞の目的語｣とは､前置詞の後ろに置かれる名詞 の仲間 のことを指して言う｡つまり動名詞は

前置詞の後ろに置かれうるということ｡当たり前だが､前置詞の後ろには｢名詞の仲間｣しか来れない｡

不定詞にも｢名詞用法｣がある つまり｢名詞の仲間｣として用いられることがある が､不定詞の場合､

前置詞の目的語にはなることができない｡つまり｢前置詞 原形 ～｣という言い方はできない｡

のいずれかになります。

｢名詞 名詞｣で､前の名詞が形容詞的に働くことがある｡たとえば､ ｡ は｢健康のための｣という形容詞的な働
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きをして という後ろの名詞を修飾 している｡

これと同じように､｢動名詞 名詞｣で､前の動名詞が形容詞的に働く つまり後ろの名詞を修飾する ことがある｡たとえば､ ｡

これは｢寝袋｣という意味｡ ちなみに という場合の は現在分詞で｢寝ている赤ちゃん｣｡ この場合

の､つまり｢ 名詞｣となる場合の が動名詞なのか現在分詞なのかの見極め方は､｢～のための｣と を訳せるなら動名詞､｢～

している｣と訳せるなら現在分詞である｡確かに は｢寝るための袋｣であり､ は文字通り｢寝ている赤ちゃん｣だ｡

そして動名詞は「～すること」と訳します。

Ｓ

切手を集めることは僕の趣味だ

Ｏ

子供の頃彼に会ったことを覚えている

Ｃ

私の仕事は事務所の掃除をすることです

前 前置詞の目的語

彼は会議に遅れたことで私を責めた ･ 前 は｢前置詞｣のこと｡

･ ｢ の理由で を責める｣

また、動名詞を否定する場合、その直前に否定語 等 を付けます。これは

準動詞 不定詞・分詞・動名詞 全てに共通するルールです。

彼はそこに行かないことを提案した

彼は聞いていないふりをした

何を言っていいかわからなかったので、彼は黙っていた
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レクチャー２

他動詞の目的語に関する不定詞と動名詞の注意事項。

⑴不定詞と動名詞の対照的な特徴。

不定詞 原形 ～ と動名詞 ～ は、その性格が対照的です。簡単にまと

めると、不定詞は左から右に向かっての矢印 → 、動名詞は右から左に向かって

の矢印 ← で、その性格を表すことができます。

～ ～

過去志向 完結性 未来志向 未完結性

消極性 中断･逃避･後ろ向き 積極性 意志･願望･前向き

受身 能動

これとは別に｢ その行為の真っ只中にいるという 躍動感｣､｢ 躍動感のない無機質な 一般論｣というとらえ方もできる｡

⑵不定詞だけを目的語にとる他動詞。

不定詞の最大の特徴は、上の図を見ても分かるように、

①「未来志向」

②「積極性」

です。したがってそのような性格を持つ不定詞を後ろに 目的語として とる動

詞には、 不定詞と 同じように未来に向かって何かをしようという、これまた

「未来志向」「積極性」が感じられる動詞が多いのです 「類は共を呼ぶ」。同

じ性質だから結びつく 。その つまり「未来志向」「積極性」型の動詞の ３

大代表選手が、「希望 ～したい 」「意図 ～するつもり 」「決心 ～するこ

とに決める 」を表す動詞です。確かに、たとえば「大学に行きたい」「大学

に行くつもりだ」「大学に行くことに決めた」といった場合、どれもまだ大

学には実際には「行っていない」わけで、「行く」のはこれから先、つまり

「未来」の話 こと ですよね。そしてこれらの動詞には「積極的意志・願望」

が感じられます。このような簡単な例からも、これらが「未来志向」「積極

性」型の動詞であることがわかります。
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では具体的に 不定詞を目的語にとる 「希望」「意図」「決心」を表す動詞の例

をあげてみましょう。

①希望

｢望む｣ ｢したい｣ ｢したい｣ ｢したい｣ ｢したい｣ ｢懇願する｣

｢ 否定文･疑問文で したい｣ ｢頼む｣ ｢主張する｣ ｢要求する｣

②意図

｢計画する｣ ｢つもりだ｣ ｢しない･できない｣ ｢ 投票で 支持する｣

｢申し出る｣ ｢ふりをする｣ ｢しようとする｣ ｢あえて～する｣

｢つもりだ｣ ｢同意する｣ ｢同意する｣ ｢拒絶する｣

｢誓う｣ ｢ひき受ける｣ ｢誓う｣ ｢保証する｣

｢約束する｣ ｢しようと努める｣

③決心

｢決心する｣ ｢決心する｣ ｢決心する｣ ｢ためらう｣

｢決める｣

④イディオム・その他

◎ ～ ｢～する余裕がある｣ ◎ をつけたものは頻出｡

◎ ～ ｢どうにか～する｣

～ ｢～しがちだ｣｢～する傾向にある｣

～ ｢～する できる ようになる｣

⑶動名詞だけを目的語にとる他動詞。

不定詞が「未来志向」なら、動名詞は「過去志向」、あるいは「消極性」がその

特徴なので、

①すでに起こったことや、当面の事柄にどう対処するかといった動詞

②やめたり、避けたりするような消極的な動詞

が動名詞を目的語にとることが多いのです。

ただ、それだけではなかなか容易に覚えきれないので、よく受験で出題されるも

のの頭文字をとって「メガフェプスダリク 」 と覚えるのも１つ

の方法です。

－５－

準動詞⑴ 動名詞



①「メガフェプスダリク 」

｢気にする｣｢いやだ｣ ｢し損なう｣ ｢述べる｣

｢楽しむ｣

｢あきらめる｣

｢避ける｣ ｢認める｣ ｢忠告する｣

｢終える｣ ｢想像する｣

｢逃れる｣ ｢避ける｣ ｢許す｣

｢延期する｣ ｢実行する｣

｢やめる｣ ｢提案する｣

｢否定する｣ ｢遅らせる｣ ｢嫌う｣ ｢延期する｣

｢感謝する｣ ｢熱愛する｣

｢危険を冒して～する｣ ｢抵抗する｣ ｢推薦する｣ ｢報告する｣ ｢回想する｣

｢想像する｣ ｢伴う｣ ｢思い出す｣

｢熟考する｣ ｢～しようとする｣ ｢終える｣

②その他

｢～を辞める｣ ｢～せずにはいられない｣

⑷目的語に不定詞をとった場合と動名詞をとった場合で意味が異なる他動詞。

①不定詞が未来を表わし、動名詞が過去を表わすもの。

以下に挙げた動詞は、不定詞を目的語に取った場合、「未来」の内容を表し、動

名詞を目的語に取った場合、「過去」の内容を表します。◎の動詞は頻出です。

{
～ 「～するのを覚えておく、忘れずに～する（未来）」

◎⒈

～ 「～したことを覚えている（過去）」

そこに着いたら忘れずにお便りを下さいね

その絵を以前どこかで見たことがある

{
～ 「～することを忘れる（未来）」

◎⒉

～ 「～したことを忘れる（過去）」
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彼は金を返すのを忘れている

彼の講演を聞いたことは決して忘れません

{
～ 「残念ながら～する（未来）」

⒊

～ 「～したことを後悔する（過去）」 となることもある｡

残念ながらあなたの申し出をお受けできません

嘘をついたことを後悔しています

②不定詞が能動 ～する を表わし、動名詞が受身 ～される を表わすもの。

以下に挙げた動詞は、不定詞を目的語に取った場合、「能動 ～する 」の内容

を表し、動名詞を目的語に取った場合、「受身 ～される 」の内容を表します。

◎の動詞は頻出です。

{
～「～する必要がある（能動）」

◎⒈

～「～される必要がある（受身）」 ～

～

明日は早く起きなきゃいけないんでしょう

この機械は修理される を受ける 必要がある

{
～「～したい（能動）」

⒉

～「～される必要がある（受身）」 ～

彼は英語を学ぶために海外に行きたいと思っている
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この花は水をまかれる必要がある

{
～ 「～する価値がある（能動）」

⒊

～ 「～される価値がある（受身）」 ～

彼女なら成功してもおかしくない

盗みを働くものは罰せられて当然だ

 ～ ～ ～ ～ となる場合

の つまり動名詞はすべて「受け身 ～される 」の意味を表す。他に動名

詞が受け身の意味を表す構文として「Ｓ ～ Ｓは～する価値が

ある」がある。これも受験では頻出だ。

この本は読む 読まれる 価値が十分ある

上の英文でも「本は読まれるものだから ～ だろう」などと

考えてはいけない。 の後ろの動名詞は受け身を表すので で「読

まれる」という意味を表せるのだ 逆に は間違い 。もう１つ例を

挙げておこう。

パリは訪れる 訪れられる 価値のある都市である

③その他。

{
～ 「～するつもりだ」

⒈
～ 「～することを意味する、～ということになる」

明日あなたを訪ねるつもりです

それは危険を冒すことを意味する

{
～ 「～しようと 努力 する」 ～

⒉
～ 「試しに～してみる」
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私は英会話の力を伸ばすために常に英語で話すように努力しています

私は試しにその丘に登ってみた

 の場合、「 ～ ＝ 未来」「 ～ ＝ 過去」の行為になること

が多い。例えば以下の問題でもそれがヒントになる。

①

②

①の場合、 過去のその時点で 「彼女に話しかけようとした」ということ

は、その時点ではまだ彼女には、実際には話しかけていないことになる。

②では、過去のその時点で 実際に 「彼女に話しかけてみた」ということ。

空欄の後ろで「しかし彼女は聞こえないふりをした」という記述がある。

実際に話しかけていなければ、「聞こえないふり」をするはずはない。し

たがって正解は②となるのである。

⑸目的語に不定詞、動名詞どちらをとってもあまり意味が変わらないもの。

これらは、文法問題に出題されることはあまりありません。

①「好き」「嫌い」…

②「始める」「続ける」…

③「しなくなる」…

レクチャー３

動名詞の意味上の主語。

英文中で、動名詞の前に「名詞」「目的格」「所有格」が付いていることがありま

す。この動名詞の前に付いた「名詞」「目的格」「所有格」と、直後の動名詞の間

には「主語と述語 主が述する･される･になる･である 」の意味関係が成立しています。
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「所有格」

「目的格」＋ 動名詞

「名詞」

主 述

彼が 来ること

主 述

ナンシーがその鞄を買うこと

主 述

この動名詞の前に付いた「名詞」「目的格」「所有格」のことを、 動名詞の 意味

上の主語と呼びます。

この意味上の主語というのは、どんな場合にも付くというわけではありません。

つまり付く場合と付かない場合があります。

⑴意味上の主語を明示する必要がない場合。

①文の主語と 動名詞の 意味上の主語が同じである場合。

私は 自分が そこに行くことを主張した

上の英文の動名詞 は、 「私」が「行く」わけで 意味上の主語は「私」

で、文の主語も つまり「私」です。このように「文の主語＝動名詞の意味

上の主語」の場合は、動名詞の意味上の主語を英文中に明示する必要はありま

せん。

②「一般の人」が 動名詞の 意味上の主語である場合や、意味上の主語が文脈か

ら明らかな場合。

見ることは信じること → 百聞は一見にしかず

上の英文の動名詞 の意味上の主語は「一般の人 我々 」で

すが、このような意味上の主語も、英文中に明示する必要はありません。

以下は、意味上の主語が文脈から明白であるために明示されていない例です。

私の趣味は切手を集めることです
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上の英文の動名詞、 には意味上の主語がついていませんが、かとい

て文の主語 が 隠れた 意味上の主語でもありません。意味上の主語

はもちろん「私」です。

⑵意味上の主語を明示する必要がある場合。

それは文の主語と 動名詞の 意味上の主語が異なる場合です。

私は、彼がそこに行くことを主張した

上の英文の動名詞、 には、今度は という意味上の主語が明示

されています。「行く」のは「私 」ではなく「彼 」だからです。

このような場合は、「彼が行くこと」としっかりその意味上の主語を和訳でも

明示して訳さなければいけません。

私はジャックがその支払いをするよう主張した  ｢ の代金を支払う｣

上の英文の動名詞、 も、 という意味上の主語がついている ｢支払う｣の

は｢私 ｣ではなく､｢ジｬｯｸ ｣だから｡ ので、和訳の際にはこれまた「ジャックが支払

うこと」と、しっかりその意味上の主語を和訳でも明示しなければなりません。

レクチャー４

完了動名詞 ～ の用法。

文法用語で ～ のことを「単純動名詞」、 ～ のことを「完了動

名詞」と呼びます。「単純動名詞 ～ 」は、主節の動詞の時制と同じかそれ

れより未来の内容を表します。

｢主節｣とは 従位 接続詞･関係詞･疑問詞等が付いていない 裸の のこと｡

私は作曲することに興味がある

上の英文の ～ は、主節の動詞 現在時制 と同じ時制、つまり現在の内容

を表しています。
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また会えることを楽しみにしています

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 よりも後、つまりこれ

から先の未来の内容を表しています。

このような「単純動名詞」に対して「完了動名詞 ～ 」は、主節の動

詞より時制が１つ昔であることを表します。

彼女は若いころ、有名な女優だったことを自慢に思っている

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 よりも１つ前の時制、つまり

過去の内容を表しています。したがって節で書き直した場合、以下のように過去時

制で表されます。

もちろん主節の動詞が過去時制の場合、その後ろの完了動名詞 ～ は、

それより１つ昔、つまり大過去 過去完了 の内容を表すことになります。

ただし、 のようなある特定の動詞の後ろでは、単純動名詞

～ が主節の動詞よりも１つ前の時制を表すことがあります。

以前その寺を訪れたことを覚えている

上の英文の は、主節の動詞 現在時制 よりも１つ前の時制、つま

り過去の内容を表しています。

レクチャー５

「 ＋ ～」の慣用表現。

には「不定詞」の と「前置詞」の がありますね。その が不定詞な

ら、直後は当然「動詞の原形」が来なくてはなりませんが、その が前置詞なら

「動名詞 名詞・代名詞等 」が来なくてはなりません。

前置詞の後ろに来れるのは｢名詞の仲間｣だけだから｡
① 不定詞 動詞の原形
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② 前置詞 名詞の仲間 名詞・代名詞・動名詞等

このうち、「 前置詞の ～」で慣用的に使われる表現は受験では超頻出です。

① ～ 「～することに慣れている 慣れる 」

～

僕は早起きすることに慣れている

ちなみに「 ～」は「（昔）よく～したものだ」で過去の

習慣を表す。

若いころは早起きをしたものだった

② ～ 「～することを楽しみにする（待つ）」

私は来年留学することを楽しみにしています

③ ～ 「～したらいかがですか」 勧誘･提案

夕飯前にお風呂に入られたらどうです

④ ～ 「～することに専念する」

彼は父親の金をせっせと使っている

楽しみだけにふけるのは間違っている

⑤ ～ 「～するために」（目的）

～

奨学金

彼は奨学金を獲得するつもりで一生懸命勉強している

同じ「～するために」でも、 の は不定詞。直後に

は動詞の原形が来る。

彼に会うために私はそこに行った

－１３－
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⑥ ～ 「～することに反対する」

私はその計画を実行することに反対だ

⑦ ～ 「～することとなると」

食べることとなると、彼は別人のようになる

レクチャー６

動名詞を用いた慣用表現。

⑴ ～ 「～できない」

原形 ～

君が我々に嘘をついたという事実は否定できない

⑵ ～ 「～しても無駄だ」

～

～

こぼれたミルクを嘆いても仕方がない  覆水盆に返らず

⑶ ～ … 「～すれば必ず…する」

私の父は外出すれば必ず列車に傘を忘れてくる

⑷ 「自分自身で～した」

そのケーキは美味しいんですが、それは彼女が自分で作ったものなのです

－１４－
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⑸ ～ 「Ａは～する価値がある」

その街は訪れてみる価値がある

⑹ 金･時間 ～ 「～することにＡを費やす」

ナンシーは旅行に多額の金を使った

「 金･時間等 物事 ＢにＡを費やす」という の語法も

一緒におさえよう。

彼は本にたくさんの金を使う

⑺ ～ 「～したい気がする」

私はとても疲れていたのですぐに寝たい気がした

⑻ ～ 「～する場合には」

通りを渡る際には気をつけなさい

⑼ ～ ⒈「～するや否や」

～ ⒉「～する時」

私を見るとすぐ、彼は逃げた

⑽ ～ 「～するのに忙しい」

私の母は庭作りに忙しい
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⑾ ～ 「～しに行く」

「 」の部分には「スポーツ・気晴らし」に関する 移動を表す 動詞が

入る。

等

｢釣りに行く｣｢ボｰﾄに乗る｣｢ｷｬﾝプに行く｣｢見物をする｣｢ダﾝｽに行く｣｢散歩に行く｣｢乗馬に出かける｣｢狩猟に行く｣｢狩りに行く｣

⑿ ～ 「～せずにはいられない」

原形 ～

毎週水曜日の夜はそのテレビ番組を見ずにはいられない

⒀ ～ 「まさに～しようとしている」

彼はその時 まさに 自らの計画を実行しようとしていた

⒁ ～ 「Ａが～するのを妨げる」

突然の吹雪が我々が時間どおりに来ることを妨げた

 突然の吹雪のために我々は時間どおり来れなかった

⒂ ～ 「～してはいかがですか」

～ 「～しませんか」

～

夕食に出かけませんか

⒃ ～ 「～は言うまでもない」

～
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彼が英会話に慣れていることは言うまでもない

⒄ ～ 「～する癖がある」

～

僕は他人の悪口を言う癖がある

⒅ ～ 「～することにしている」

原形 ～

朝食を食べるときに新聞を読むことにしている

⒆ ～ 「～するのに苦労する」

私はあの本を読むのに大変苦労した
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